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新聞広告賞に関する規定 

    （２０２４年１１月１５日改定） 

 

第１条（目的と名称） 

日本新聞協会は、新しい新聞広告の可能性を開拓した広告活動を顕彰し、新聞と広告と

の発展に資することを目的に「新聞広告賞」を設け、毎年新聞週間に際し贈賞する。 

 

第２条（表彰の事由・贈賞の対象） 

（１）新聞広告の新しい活用方法や表現領域の開拓に成功した活動、新聞の媒体特性や新

聞社の機能を活用した広告活動、新聞広告と他メディアなどとの連携による効果的な企

画・マーケティング活動など、前条の目的に照らして貢献するところが大きいと認めら

れる活動を表彰する。新聞社の収益性に寄与した活動であることを念頭に置く。 

（２）本賞は、協会会員紙に掲載され、前項に該当すると認められた広告活動に贈られる。  

 

第３条（賞の構成） 

（１）本賞は広告主部門と新聞社企画・マーケティング部門の二つの部門によって構成する。 

（２）広告主部門の本賞受賞活動から新聞広告大賞１件を選定する。 

（３）選考委員会は、前項両部門について、本賞とは別に、広告主部門においては優秀賞

を、新聞社企画・マーケティング部門においては奨励賞、特別賞を贈ることができる。 

 

第４条（受賞対象） 

本賞の受賞対象は、広告主部門については当該活動の企画立案にあたった広告主とし、

新聞社企画・マーケティング部門については協会会員新聞社の当該部門とする。 

 

第５条（表彰） 

（１）広告主部門の入選は６件とし、新聞広告大賞１件、新聞広告賞（広告主部門）５件

にそれぞれ賞状ならびに副賞を贈る。 

（２）新聞社企画・マーケティング部門の入選は５件とし、新聞広告賞（新聞社企画・マ

ーケティング部門）として、賞状を贈る。 

（３）広告主部門における優秀賞に対しては賞状と副賞を贈る。 

（４）新聞社企画・マーケティング部門における奨励賞、特別賞に対しては賞状を贈る。 

 

第６条（応募・推薦） 

（１）本賞は、原則として、本賞の目的に合致した活動を企画、制作、展開した関係者の

応募により選考を行う。ただし、広告関係の第三者による推薦を妨げない。 

（２）応募・推薦の手続きは別に定める。 

  



2 

第７条（選考） 

本賞の選考はつぎの方法による。 

（１）会長の任命する委員をもって新聞広告賞選考委員会を組織し、広告賞贈賞に関する

事項を審議決定する。 

（２）選考委員会は、応募・推薦された候補について審議し受賞者を決定、その旨を理事

会に上申し承認を得る。 

（３）選考委員会は、必要に応じ外部の関係者から意見を求めることができる。 

（４）両部門の特性を考慮し、選考委員会の運営細則を別に定める。 

（５）選考結果は、「新聞協会報」と当協会ウェブサイトで発表する。 

 

第８条（選考の対象期間） 

（１）本賞選考の対象となる活動は、前年６月１日から本年５月末日までの１年間協会会

員各紙に掲載されたものとする。 

（２）上記期間を越える長期の活動については顕彰に値すると選考委員会が判断した場合

は、始期は問わずこれを対象に含める。 

 

第９条（提出資料および締め切り期日） 

応募者ならびに推薦者は、当該活動に関する所定の資料をそえて毎年６月初旬までに選

考委員会に提出するものとする。 

 

第１０条（その他） 

本賞の選考および運用の細目については、選考委員会の決定により別に実施細目を設け

ることができる。 

 

 

以  上 

 

 


